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⑥ J-GREEN 堺ドリームキャンプパンフレット 
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３）ヒアリングのポイント 

① 上富田スポーツセンター 

上富田町はスポーツ観光に焦点を当てたまちづくりを進めている点が先進的であり、上富田スポー

ツセンターでは、スポーツ観光を実践するための経験やノウハウの蓄積がある。 

スポーツ観光を実現させるためには、グラウンドの質を確保することは当然ながら、宿泊や食事の

質の向上や、送迎等の交通⼿段の確保が重要となる。 

また、会場の確保や練習試合を組⽴てることができるなど、広域で連携して⼤会や合宿を誘致する

ことのメリットも聞くことができた。 

さらに、まちづくりとして、まち全体でスポーツ観光に取組む体制づくりも本事業の参考となる。

学識経験者をコーディネーターとし、仕出し部会、宿泊部会で構成されるスポーツ観光推進協議会で

は、多くの会議や検討が重ねられ、「スポーツ弁当」等の商品開発も⾏われている。 

 

② J-GREEN 堺 

J-GREEN 堺は、国内外のトップアスリートが利用するスポーツ施設である。本施設は指定管理者制

度により、施設運営が⾏われているが、利用料収⼊によって施設運営費を賄っている点が特徴的で、

トップアスリートの要求を満たすグラウンドの仕様や水準、利用率や収益を上げるための工夫につい

て、示唆的な内容を聞くことができた。 

トップアスリートの利用には、常緑かつ良好な状態の天然芝のグラウンドは必須であり、様々な年

代や団体の利用、国際⼤会等も受け⼊れられる維持管理が求められる。また、⼈工芝のグラウンドに

ついても、全国⼤会や国際⼤会の誘致を⾒据えると、JFA や FIFA の公認仕様が条件となる。 

なお、天然芝グラウンドの維持管理方法は、気候風⼟を勘案しながら、グラウンドキーパーと毎年

試⾏錯誤しながら研究や実証を重ねることが⼤切である。 

利用に関しては、公共施設であることから、市⺠利用や各協会による利用等も求められるが、誘致

を進めた合宿や⼤会等とのバッティングする場合もあることから、施設の性格や、利用の方向性（ト

ップアスリート利用、合宿利用、市⺠利用等）を明確に定めることが重要となる。 

収益性を向上させるには、週末や⻑期休暇時の利用枠は自然と埋まる傾向にあり、年間利用枠が固

定されている以上、平日の利用率を上げることがポイントとなる。 
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2-３ 事業コンセプトの策定 

１）事業コンセプト 

新町スポーツゾーンでは、⾼校⽣、⼤学⽣、社会⼈等のトップリーグを対象とした合宿や⼤会

の誘致を図るとともに、東京オリンピックにおける合宿利用、関⻄ワールドマスターズゲームズ

の会場誘致等による国際交流拠点の形成を視野に、スポーツ観光による地方創⽣の実現をめざす。 

スポーツ観光は、合宿や⼤会誘致に伴い、選⼿だけではなく、家族や関係者などの食事、宿泊、

輸送、⼟産、観光等の消費が発⽣し、地域経済の循環が産まれる。 

⼀方で、従来から、市⺠がスポーツを楽しみ、健康増進を図れる場、スポーツを通じた交流を

図れる場として親しまれてきたことから、より⾼いレベルでの市⺠利用の促進をめざすものとす

る。 

 

２）整備パターンの想定 

事業コンセプトを念頭に、「スポーツ観光」や「トップアスリート利用」に重点を置いた整備パ

ターン、「市⺠利用」に重点を置いたパターン、両者の中間を想定したパターンの 3 つを設定し「整

備内容」「概算整備費」「財政負担」「維持管理運営費」「事業⼿法」「評価」「市⺠利活用」等の視

点から⽐較検討を⾏う。 
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2-４ 整備パターンの検討（整備・運営計画並びに施設水準の検討） 

１）パターン１【トップアスリート利⽤タイプ】 

① 整備概要 

 
整備イメージ図 scale 1/4000  

城市コミュニティセンター【改修】

新庄第１健⺠運動場
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ａ 整備概要 

・⾼校⽣、⼤学⽣、社会⼈等のトップリーグを対象に合宿誘致を図るとともに、東京オリンピッ

クにおける合宿利用、関⻄ワールドマスターズゲームズの会場誘致を視野に、スポーツツーリ

ズムによる地方創⽣の実現をめざす。 

・新庄第１健⺠運動場及び新町公園球技場では、グラウンド（新庄第１健⺠運動場：天然芝、新

町公園球技場：⼈工芝）及び観覧席の整備を⾏う。 

・ウェルネス新庄では、クラブハウス兼スタジオ棟を増築する。 

・城市コミュニティセンターでは、内外装の⼤規模修繕やバリアフリー改修に加え、合宿用宿

泊施設としての改修を⾏う。 

・南北のエリアを結ぶ地下連絡通路を増設する。 

・防災対策として、新庄第１健⺠運動場の地下に雨水の貯留設備を整備する。 
 

ｂ 利⽤対象 

・⾼校⽣、⼤学⽣、社会⼈等のトップリーグ 

 

ｃ 利⽤形態 

・⼤会開催（関⻄ WMG、トップリーグ⼤会等）、合宿利用（東京オリンピック、トップリーグ） 

 

② 概算工事費並びに財政負担 

 

  

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ｂ１

新庄第１健⺠運動場【グラウンド整備】

新庄第１健⺠運動場【貯留槽整備】 

新庄第１健⺠運動場【観覧席整備】 

Ｄ 城市コミュニティセンター 

Ｂ２

新町公園球技場【グラウンド整備】 

新町公園球技場【観覧席整備】 

Ｃ ウェルネス新庄 

Ｅ 地下連絡通路
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Ａ１ 新庄第１健⺠運動場（グラウンド整備） ※2-5 １）新庄第１健⺠運動場整備案１ 参照 

・新庄第１健⺠運動場については、トップリーグなど上位カテゴリーの利用等に対応するため、

天然芝のグラウンドとし、競技環境を向上させるため全面的な更新を⾏う。 

・グラウンド周囲に、市⺠も気軽に利用できるウォーキングコースを設ける。新町公園球技場に

つなげることで、ゾーン全体でリレーマラソンやジョギング等ができるコースとする。 

・合宿や試合等をより良い環境で観覧できるよう、防球フェンスを更新する。 
 

 整備費 412,000,000 天然芝更新（サッカー場）、ランニングコースの整備（新町公園共）、防球フェンス整備

 補助⾦額 31,000,000 流域貯留浸透事業 補助対象事業費×33％ 

補助対象事業費：95,000,000［天然芝下地及び客⼟］

 起債対象額 57,000,000 （補助対象事業費－補助⾦額）×90％ 交付税算⼊額：11,400,000 

 ⼀般財源 324,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額

 

Ａ２ 新庄第１健⺠運動場（貯留施設整備） ※2-5 ３）貯留施設整備案 参照 

・本事業地のほぼ全体が浸水区域内にあり、周辺河川への雨水排水放流の際、⼀定の流出抑制が

必要と考えられる。地域への安⼼・安全を提供するため、防災対策として新庄第１健⺠運動場

地下に約 10,000 ㎥の地下貯留槽を設置する。 
 

 整備費 646,000,000 貯留施設槽整備

 補助⾦額 215,000,000 流域貯留浸透事業 補助対象事業費×33％ 

補助対象事業費：646,000,000［貯留施設］

 起債対象額 387,000,000 （補助対象事業費－補助⾦額）×90％ 交付税算⼊額：77,400,000 

 ⼀般財源 44,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額

 

Ａ３ 新庄第１健⺠運動場（観覧席整備） ※2-5 １）新庄第１健⺠運動場整備案１ 参照 

・合宿や試合等をより良い環境で観覧できるよう、グラウンド周囲 3 面に、観覧席の改修並びに

新設を⾏う。 
 

 整備費 560,000,000 既存観覧席改修、観覧席新設

 補助⾦額 180,000,000 公園施設⻑寿命化事業 補助対象事業費×50％ 
補助対象事業費：360,000,000［既設観覧席改修］

 起債対象額 162,000,000 （補助対象事業費－補助⾦額）×90％ 交付税算⼊額：32,400,000 

 ⼀般財源 218,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額
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Ｂ１ 新町公園球技場（グラウンド整備） ※2-5 ４）新町公園球技場整備案１ 参照 

・新町公園球技場は、主にサッカーコートとしての利用を想定しており、少年サッカー利用等稼

働率も⾼いため、維持管理等の運営面を考慮して⼈工芝への更新を⾏う。 

・グラウンド周囲にウォーキングコースを設ける。 

・球技場北東の公園敷地内に来場者用の駐⾞場を整備する。 
 

 整備費 274,000,000 ⼈工芝更新（サッカー場）、ランニングコース整備、駐⾞場整備 

 補助⾦額 30,000,000 日本スポーツ振興センター･地域スポーツ施設整備助成（グラウンド芝⽣化事業・芝⽣化
改設） 補助対象事業費×75％（ただし上限 30,000,000） 
補助対象事業費：235,000,000［⼈工芝更新］

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 244,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額

 

Ｂ２ 新町公園球技場（観覧席整備） ※2-5 ４）新町公園球技場整備案１ 参照 

・合宿や試合等を観戦できるよう、観覧席を整備する。 
 

 整備費 100,000,000 観覧席新設

 補助⾦額 0  

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 100,000,000  

 

Ｃ ウェルネス新庄 ※2-5 ６）ウェルネス新庄整備案 参照 

・会員数増による混雑状態解消や、ゾーン内の他施設の利用者のトレーニング空間の充実化を図

るため、機能向上を付加する改修を⾏う。 

・新町スポーツゾーン全体の維持管理や合宿誘致を視野に⼊れ、クラブハウスを増築する。 

・建築面積 600 ㎡（2 階建）、延床面積 1200 ㎡程度を想定。1 階部はクラブハウス機能、2 階部

はスタジオ機能とする。 
 

 整備費 500,000,000 クラブハウス及びスタジオ棟増築、各種機能充実

 補助⾦額 60,000,000 日本スポーツ振興センター･地域スポーツ施設整備助成（クラブハウス整備事業・新設）
補助対象事業費×80％（ただし上限 60,000,000） 
補助対象事業費：500,000,000［クラブハウス及びスタジオ棟増築］ 

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 440,000,000  
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Ｄ 城市コミュニティセンター 

・清潔感及びデザイン性、機能性向上のため、内外装の⼤規模修繕や、リフト設置による段差解

消等のバリアフリー改修を⾏う。 

・⼤学⽣、社会⼈等も利用可能な合宿用宿泊機能をもった施設に改修する。 
 

 整備費 303,000,000 合宿用宿泊施設として改修、内外装⼤規模修繕、リフト設置等バリアフリー改修

 補助⾦額 0  

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 303,000,000  

 

Ｅ 地下連絡通路 

・道路横断時の安全性向上のため、新町公園球技場から新庄第１健⺠運動場への南北のエリアを

結ぶ地下連絡通路を増設する。 
 

 整備費 50,000,000 ボックスカルバート製地下連絡通路設置（オープンカット工法） 

 補助⾦額 0  

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 50,000,000  

 

合計 

 

整備費（税込） 3,072,600,000  

 整備費 2,845,000,000  

 補助⾦額 516,000,000  

 起債対象額 606,000,000 交付税算⼊額：121,200,000

 ⼀般財源 1,723,000,000  
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③ 維持管理運営費 

ａ 年間⽀出 

 新庄第１健⺠運動場 35,900,000 芝管理費、修繕費、委託料（清掃等） 

※10 年後に発⽣する全面張替工事想定費：72,200,000（別途） 

 新町公園球技場 1,300,000 芝管理費、修繕費、委託料（清掃等） 

※10 年後に発⽣する全面張替工事想定費：158,000,000（別途） 

 ウェルネス新庄 10,869,000 修繕費（H27 実績）を増築面積で補正 

 城市コミュニティセンター 3,047,000 修繕費（H27 実績）、委託料（H27 実績）、宿泊原価 

 新町公園 7,223,000 修繕費（H27 実績）、委託料（H27 実績） 

 光熱水費 4,435,000 新町公園（H27 実績）、城市コミュニティセンター（H27 実績） 

 運営⼈件費 16,000,000 別途委託を想定（2 名） 

 年間⽀出合計 78,774,000  

 

ｂ 年間収⼊ 

 新庄第１健⺠運動場 2,000,000 市外利用（20,000 円/日×100 日） 

 新町公園球技場 2,000,000 市外利用（20,000 円/日×100 日） 

 ウェルネス新庄 34,563,000 差引基⾦積⽴⾦（H27 実績）を増築面積で補正 

 城市コミュニティセンター 6,000,000 合宿利用（3000 円/1 泊×40 ⼈×50 泊） 

 新町公園 400,000 市外利用（4,000 円/日×100 日） 

 年間収⼊合計 44,963,000  

 

ｃ 年間⽀出－年間収⼊ 

 年間収⼊－年間収⼊ 33,811,000  

 

④ 評価 

ａ スポーツ観光等まちづくりへの寄与 

・スポーツ合宿や⼤会の誘致により、選⼿だけでなく、家族や関係者などの食事、宿泊、輸送、

⼟産、観光等の消費が発⽣し、地域経済の循環が⽣まれる。 

・城市を中⼼に、周辺市町村との連携により、さらにまちづくりの可能性が拡がる。 

 

ｂ 市⺠の利⽤のしやすさ 

・技術レベルに対応した施設レベルや維持管理レベルが厳しく要求されるため、⼀般市⺠の利用

は制限される。 
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・⼀方、⼀般開放が可能となった場合には、⼀流の選⼿の使うグラウンドを使用できる市⺠の喜

びは⼤きい。 

・⼀流選⼿を間近でみることができることにより、こども達のスポーツへの関⼼や夢が広がり、

将来のスポーツ選⼿の輩出につながる。 

 

ｃ 市⺠の競技⼒ 

・トップアスリートの⼤会での競技や合宿練習の観戦、市⺠向けの指導教室開催による技術指導

などにより、市⺠の競技⼒向上が期待できる。 

 

ｄ 周辺市町村との連携 

・スポーツ観光をより推進するためには、周辺市町村との連携が不可⽋となる。 

・例えば、ラグビーの御所市や橿原市、五條市及び奈良県と連携することにより、城市だけで

は対応困難な宿泊や観光、スポーツ施設の共用などにより、合宿や⼤会の魅⼒が⾼まる。 

 

ｅ PR 効果 

・知名度の⾼い⼤会の開催や、有名チーム・選⼿の利用により、本施設並びに城市を日本全国、

世界に向けて PR できる。 

 

ｆ 防災 

・本事業地のほぼ全体が浸水区域内にあることから、貯留施設を整備することで、災害に対する

地域への安⼼安全を提供できる。 

・グラウンド整備に合わせて貯留施設を整備することで、⼟工事や地表面の復旧を効率的に⾏う

ことができ、経済的な効果が⾼い。 
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⑤ 市⺠利活⽤の活発化に向けた具体的⽅策 

・パターン１は、トップレベルの選⼿が利用できるグレードの⾼いグラウンドや施設であり、合

宿時や練習時に芝をはじめとした施設の状態を厳しくチェックされるため、日常的に市⺠が気

軽に利用することは難しい。むしろ、グレードの⾼い施設の利用効率を⾼めるために、積極的

に⼤会や合宿の誘致を図る必要がある。 

・⼀方、トップレベルの選⼿や外国の選⼿を間近に⾒ることができるという最⼤のメリットがあ

る。これらの選⼿や団体の協⼒を得て合宿、練習の⾒学に、こどもや中⾼校⽣を招待すること

ができる。 

・市⺠は合宿や練習の合間や夜間にウォーキングトラックや⼈工芝のグラウンドが使用できるた

め、トップアスリートと同じ施設に⽴っているという感動を得ることができる。 

・ウェルネス新庄については、トップレベルの合宿に対応した筋⼒トレーニングやリハビリ施設

ができるため、最新のトレーニング機器やトレーニング理論、方法を学ぶことができる。 

 

⑥ その他留意点 

・ウェルネス新庄の増築に伴い駐⾞場が縮⼩されることから、別途駐⾞場の整備や確保が必要と

なる。 

・城市コミュニティセンター（公⺠館）を合宿用宿泊施設として改修することから、用途変更

の⼿続きや、条例上の対応が必要になる。加えて、現状の利用（⽣涯学習等）ができなくなる

ことから、代替施設の確保を検討する必要が⽣じる。 

・貯留施設は地下水位等の外部条件に応じて貯水深を設定する必要があることから、今後の詳細

な調査により、地下水位が⾼く貯水深が浅くなった場合、整備費用が想定よりも割⾼になる可

能性がある。 

・地下連絡通路はオープンカット工法での建設を想定しており、道路の通⾏止めや代替路の確保

が必要になる。仮に上部の道路はそのままに、推進工法で建設した場合、整備費用は約 3 億円

必要になる。 
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２）パターン２【全国大会タイプ】 

① 整備概要 

 
整備イメージ図 scale 1/4000  

城市コミュニティセンター【部分改修】

新庄第１健⺠運動場
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ａ 整備概要 

・これまでの市⺠中⼼の利用形態を継続するものの、⼩中学⽣の全国⼤会の開催など、さらなる

機能の充実を図るため、新庄第１健⺠運動場においてはグラウンド（天然芝）及び観覧席の整

備、新町公園球技場においてはグラウンド（⼈工芝）の整備を⾏う。 

・城市コミュニティセンターでは、内外装の⼤規模修繕やバリアフリー改修を⾏う。 

・南北のエリアを結ぶ地下連絡通路を増設する。 

・防災対策として、新庄第１健⺠運動場の地下に雨水の貯留設備を整備する。 

 

ｂ 利⽤対象 

・市⺠、⼩学⽣、中学⽣ 

 

ｃ 利⽤形態 

・⼤会開催（市⺠･⼩中学⽣全国⼤会等）、練習利用 

 

② 概算工事費並びに財政負担 

 

 
 

  

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ｂ１

新庄第１健⺠運動場【グラウンド整備】

新庄第１健⺠運動場【貯留槽整備】 

新庄第１健⺠運動場【観覧席整備】 

Ｄ 城市コミュニティセンター 

新町公園球技場【グラウンド整備】 

Ｅ 地下連絡通路
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Ａ１ 新庄第１健⺠運動場（グラウンド整備） ※2-5 ２）新庄第１健⺠運動場整備案２ 参照 

・新庄第１健⺠運動場については、⼩中学⽣の全国⼤会開催など、さらなる機能の充実を図るた

め、天然芝のグラウンドとして全面的な更新を⾏う。また、従来からある野球場の更新も⾏う。 

・グラウンド周囲に、市⺠も気軽に利用できるウォーキングコースを設ける。新町公園球技場に

つなげることで、ゾーン全体でリレーマラソンやジョギング等ができるコースとする。 

・合宿や試合等をより良い環境で観覧できるよう、防球フェンスを更新する。 
 

 整備費 415,000,000 天然芝更新（野球場＋サッカー場（ラグビー場））、ランニングコースの整備、防球フェ

ンス整備 

 補助⾦額 29,000,000 流域貯留浸透事業 補助対象事業費×33％ 

補助対象事業費：88,000,000［天然芝下地及び客⼟］

 起債対象額 53,000,000 （補助対象事業費－補助⾦額）×90％ 交付税算⼊額：10,600,000 

 ⼀般財源 333,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額

 

Ａ２ 新庄第１健⺠運動場（貯留施設整備） ※2-5 ３）貯留施設整備案 参照 

・本事業地のほぼ全体が浸水区域内にあり、周辺河川への雨水排水放流の際、⼀定の流出抑制が

必要と考えられる。地域への安⼼・安全を提供するため、防災対策として新庄第１健⺠運動場

地下に約 10,000 ㎥の地下貯留槽を設置する。 
 

 整備費 646,000,000 貯留施設槽整備

 補助⾦額 215,000,000 流域貯留浸透事業 補助対象事業費×33％ 

補助対象事業費：646,000,000［貯留施設］

 起債対象額 387,000,000 （補助対象事業費－補助⾦額）×90％ 交付税算⼊額：77,400,000 

 ⼀般財源 44,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額

 

Ａ３ 新庄第１健⺠運動場（観覧席整備） ※2-5 ２）新庄第１健⺠運動場整備案２ 参照 

・合宿や試合等をより良い環境で観覧できるよう、グラウンド周囲 2 面に、観覧席の改修並びに

新設を⾏う。 
 

 整備費 530,000,000 既存観覧席改修、観覧席新設

 補助⾦額 165,000,000 公園施設⻑寿命化事業 補助対象事業費×50％ 
補助対象事業費：330,000,000［既設観覧席改修］

 起債対象額 148,000,000 （補助対象事業費－補助⾦額）×90％ 交付税算⼊額：29,600,000 

 ⼀般財源 217,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額
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Ｂ１ 新町公園球技場（グラウンド整備） ※2-5 ４）新町公園球技場整備案１ 参照 

・新町公園球技場は、主にサッカーコートとしての利用を想定しており、少年サッカー利用等稼

働率も⾼いため、維持管理等の運営面を考慮して⼈工芝への更新を⾏う。 
 

 整備費 265,000,000 ⼈工芝更新（サッカー場）、ランニングコース整備

 補助⾦額 30,000,000 日本スポーツ振興センター･地域スポーツ施設整備助成（グラウンド芝⽣化事業・芝⽣化
改設） 補助対象事業費×75％（ただし上限 30,000,000） 
補助対象事業費：235,000,000［⼈工芝更新］

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 235,000,000 整備費－補助⾦額－起債対象額

 

Ｄ 城市コミュニティセンター 

・清潔感及びデザイン性、機能性向上のため、内外装の⼤規模修繕や、リフト設置による段差解

消等のバリアフリー改修を⾏う。 
 

 整備費 218,000,000 内外装⼤規模修繕、リフト設置等バリアフリー改修

 補助⾦額 0  

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 218,000,000  

 

Ｅ 地下連絡通路 

・道路横断時の安全性向上のため、新町公園球技場から新庄第１健⺠運動場への南北のエリアを

結ぶ地下連絡通路を増設する。 
 

 整備費 50,000,000 ボックスカルバート製地下連絡通路設置（オープンカット工法） 

 補助⾦額 0  

 起債対象額 0  

 ⼀般財源 50,000,000  

 

合計 
 

整備費（税込） 2,293,920,000  

 整備費 2,124,000,000  

 補助⾦額 439,000,000  

 起債対象額 588,000,000 交付税算⼊額：117,600,000

 ⼀般財源 1,097,000,000  
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③ 維持管理運営費 

a 年間⽀出 

 新庄第１健⺠運動場 32,460,000 芝管理費、修繕費、委託料（清掃等） 

※10 年後に発⽣する全面張替工事想定費：67,680,000（別途） 

 新町公園球技場 1,300,000 芝管理費、修繕費、委託料（清掃等） 

※10 年後に発⽣する全面張替工事想定費：158,000,000（別途） 

 ウェルネス新庄 7,992,000 修繕費（H27 実績） 

 城市コミュニティセンター 1,047,000 修繕費（H27 実績）、委託料（H27 実績） 

 新町公園 7,223,000 修繕費（H27 実績）、委託料（H27 実績） 

 光熱水費 4,435,000 新町公園（H27 実績）、城市コミュニティセンター（H27 実績） 

 運営⼈件費 －  

 年間⽀出合計 54,457,000  

 

ｂ 年間収⼊ 

 新庄第１健⺠運動場 －  

 新町公園球技場 －  

 ウェルネス新庄 25,414,000 差引基⾦積⽴⾦（H27 実績） 

 城市コミュニティセンター －  

 新町公園 －  

 年間収⼊合計 25,414,000  

 

ｃ 年間⽀出－年間収⼊ 

 年間⽀出－年間収⼊ 29,043,000  

 

④ 評価 

ａ スポーツ観光等まちづくりへの寄与 

・⼩中学校を中⼼としたスポーツ合宿や練習試合などを積極的に誘致することで、家族や関係者

の消費需要は発⽣するが、パターン 1 と⽐較すると、地域経済への波及効果はそれほど⼤きく

はない。 

 

ｂ 市⺠の利⽤のしやすさ 

・⼀般市⺠と⼩中学⽣のスポーツ少年団やスポーツクラブの利用が可能で、最も利用対象が広い

といえる。 
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・グラウンドとして⼀定のレベルをもっていることから、市⺠利用や市⺠スポーツの振興に寄与

することが可能。 

・スポーツ強豪校などの誘致による⼤会開催に地元の学校も参加することにより、城市内の学

校のスポーツの競技⼒が向上する。 

 

ｃ 市⺠の競技⼒ 

・⼩中学校の全国⼤会開催やスポーツ合宿誘致により、競技観戦や強豪校との練習試合を通じて、

市内⼩中学校の底上げが⾒込める。 

ｄ 周辺市町村との連携 

・周辺の学校レベルの⼤会や合宿を⾏うことにより、相互交流が進み、自治体間の連携の機運が

⾼まることが期待できる。 

 

ｅ PR 効果 

・⼩中学校を対象とした全国レベルの⼤会開催により、パターン１には及ばないものの、日本全

国に向けて PR できる。 

 

ｆ 防災 

・本事業地のほぼ全体が浸水区域内にあることから、貯留施設を整備することで、災害に対する

地域への安⼼安全を提供できる。 

・グラウンド整備に合わせて貯留施設を整備することで、⼟工事や地表面の復旧を効率的に⾏う

ことができ、経済的な効果が⾼い。 
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⑤ 市⺠利活⽤の活発化に向けた具体的⽅策 

・パターン２は、⾼校⽣・⼤学⽣の合宿を中⼼として、⼩中学⽣の全国⼤会の開催を誘致するレ

ベルであるため、⼀般市⺠の利用も可能となる。 

 

ａ ⼀般社会人の利⽤ 

・⼀般のグラウンドレベル以上の質をもった施設を市⺠に開放するため、⼀般の社会⼈倶楽部や

企業倶楽部の利用を図ることが必要となる。 

・他自治体では、⼀般市⺠の草野球チームが電光掲示板に自分の名前が掲示されることを喜びと

して、施設を積極的に利用するという事例もある。周辺自治体と連携してこのような利用を促

進することができる。 

 

ｂ 地元中学⽣の利⽤ 

・⼀定のレベルをもった施設整備により、中学の強豪校の合宿を誘致することが可能になる。強

豪校をめあてに多くの学校が集まるようになる。最も期待されるのは練習試合が組めることで

ある。複数校の参加により、より⾼いレベルの練習や実践を体験できるからである。 

・地元中学が地元の特権で、多少レベルが異なっていても練習試合に参加できるため、競技レベ

ルが向上するとともに、優秀な指導者や著名な指導者が集まる所に地元指導者が参加し、指導

者レベルも向上する。 

 

ｃ 市⺠スポーツレベルの向上 

・市⺠スポーツの指導者が育つことから、市⺠スポーツの企画を⾏うことで、多くの市⺠がスポ

ーツに参加することができる。 

 

ｄ 市⺠スポーツ熱の⾼まり 

・中⾼⽣や⼩学⽣などこれからの日本のスポーツを背負うこども達が、集まることによりそれを

応援する市⺠のスポーツへの関⼼が⾼まる。 

・地元のこどものスポーツクラブや、中学校のクラブなどの後援会が⽣まれ、市⺠のスポーツ熱

が⾼まり、合宿や⼤会のサポートなど市⺠参加が促進される。 

 

  


